
ＪＲ連合 ジェイアール・イーストユニオン「ジャスティス」  ２０２１（令和３）年 ４月 ５日 第８０号（１） 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
に
、
現
場
で
懸
命

に
働
く
者
に
報
い
る
こ
と
、

そ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維

持
し
つ
つ
も
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ

ナ
で
の
会
社
の
永
続
的
発
展

に
拘
っ
た
苦
渋
の
決
断
！ 

今
次
春
闘
申
し
入
れ
に
つ
い

て
は
、
Ｊ
Ｒ
連
合
の
春
闘
方
針
に

基
づ
き
、
２
月
８
日
開
催
し
た
第

７
回
中
央
員
会
・
第
８
回
定
期
大

会
で
確
立
し
、
２
月
10
日
、
申
１

号
及
び
、
申
２
号
の
申
入
れ
を
行

っ
た
。 

今
次
春
闘
で
は
、
Ｊ
Ｒ
連
合
を

結
成
し
て
初
め
て
Ｊ
Ｒ
各
単
組

と
グ
ル
ー
プ
労
組
の
方
針
を
一

体
化
し
た
「
Ｏ
Ｎ
Ｅ 

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
」

で
臨
む
こ
と
と
し
、
Ｊ
Ｒ
産
業
を

取
り
巻
く
現
下
の
危
機
的
状
況

を
踏
ま
え
、
「
Ｊ
Ｒ
産
業
に
集
う

す
べ
て
の
仲
間
の
雇
用
と
生
活

を
守
る
」
こ
と
を
最
優
先
に
取
り

組
む
こ
と
と
し
た
。
Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユ
ニ

オ
ン
は
昨
年
発
出
し
た
「
会
社
と

共
に
！
」
の
な
か
で
、
困
難
な
状

況
を
労
使
が
一
体
と
な
り
乗
り

越
え
る
為
に
、
今
何
を
為
す
べ
き

か
、
今
後
の
会
社
の
維
持
、
発
展

に
対
し
責
任
あ
る
立
場
を
明
確

化
し
た
。
今
次
春
闘
は
当
初
か
ら

厳
し
い
交
渉
が
予
想
さ
れ
、
将
来

的
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す

も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、

社
員
の
中
に
は
雇
用
に
対
す
る

不
安
も
あ
り
、
社
員
の
離
職
率
も

上
が
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
申
１
号
の
賃
金

引
き
上
げ
要
求
は
、
定
期
昇
給
の

実
施
お
よ
び
グ
ル
ー
プ
会
社
社

員
を
含
む
完
全
雇
用
の
実
施
を
、

併
せ
て
、
月
例
賃
金
改
善
の
２
％

相
当
の
諸
労
働
条
件
改
善
要
求

申
２
号
を
提
出
し
、
そ
の
趣
旨
を

踏
ま
え
た
議
論
を
求
め
て
き
た
。 

結
果
、
申
１
号
は
妥
結
日
３
月

18
日
ま
で
の
３
回
の
交
渉
と
、

申
２
号
は
３
月
30
日
の
交
渉
開

催
と
な
っ
て
い
る
。
今
回
会
社
は
、

賃
金
改
定
の
回
答
時
に
併
せ
て
、

新
し
い
生
活
様
式
応
援
の
た
め

Ｊ
Ｒ
Ｅ 

Ｍ
Ａ
Ｌ
Ｌ
の
社
員
向
け

割
引
商
品
を
拡
充
す
る
こ
と
や
、

令
和
４
年
度
社
宅
入
居
期
間
が

15
年
以
上
と
な
る
社
員
の
期
間

制
限
を
１
年
間
延
長
す
る
こ
と

を
打
ち
出
し
て
き
た
。
定
期
昇
給

と
い
っ
た
部
分
と
は
別
の
条
件

に
関
す
る
回
答
は
、
目
下
の
経
営

状
況
を
鑑
み
た
う
え
で
の
最
大

限
の
回
答
で
あ
る
と
判
断
し
た
。

こ
の
改
正
を
提
示
・
回
答
し
た
経

緯
に
は
、
私
た
ち
が
こ
の
間
、
春

闘
に
合
わ
せ
た
諸
労
働
条
件
の

改
善
要
求
を
積
み
重
ね
た
結
果

と
も
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
引
き

続
き
、
労
使
協
議
の
大
切
さ
を
訴

え
る
と
と
も
に
、
「
申
２
号
」
に

よ
る
要
求
を
実
現
に
向
け
る
べ

く
議
論
を
深
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

 

申
１
号
「賃
金
引
き
上
げ
の
要

求
」に
関
す
る
交
渉 

定
期
昇
給
の
実
施
（
昇

給
係
数
２
） 

交
渉
の
経
過
で
は
、
今

年
度
ま
で
の
７
年
連
続

の
賃
金
改
定
は
大
変
あ

り
が
た
く
思
う
と
会
社

に
対
し
感
謝
の
意
を
表

し
つ
つ
も
、
当
方
の
主
張

は
、
先
行
き
が
不
透
明
の

中
で
は
あ
る
が
、
社
員
と

し
て
の
使
命
感
や
変
革

２
０
２
７
達
成
に
向
け

た
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を

し
っ
か
り
評
価
す
る
た

め
に
も
、
定
期
昇
給
の
実

施
を
行
な
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
強
く
訴
え
た
。

ま
た
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
は

将
来
的
に
も
影
響
が
大

き
く
、
世
間
動
向
や
会
社

の
現
状
を
見
据
え
た
対

応
が
必
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
難
し
い
局
面
で
あ

る
こ
と
を
認
識
し
た
中

で
会
社
の
考
え
方
を
確
認
し
た
。

さ
ら
に
、
雇
用
に
つ
い
て
は
、
先

行
き
が
見
通
せ
な
い
状
況
で
あ

り
、
雇
用
の
不
安
が
あ
っ
て
は
社

員
の
志
気
低
下
な
ど
影
響
を
及

ぼ
し
か
ね
な
い
こ
と
か
ら
、
グ
ル

ー
プ
を
含
め
た
完
全
雇
用
の
実

施
を
働
き
か
け
た
。 

 

申
２
号
「
諸
労
働
条
件
の
改
善

の
要
求
」
に
向
け
た
交
渉 

同
交
渉
は
３
月
30
日
に
開
催

さ
れ
、
要
求
項
目
の
実
現
に
は
至

ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
あ
ら
た
め

て
労
使
が
こ
の
先
の
多
く
の
課

題
を
乗
り
越
え
て
い
く
た
め
の

議
論
が
重
要
で
あ
る
と
の
認
識

は
共
有
で
き
た
も
の
と
考
え
る
。

こ
う
し
た
提
言
が
、
ア
フ
タ
ー
コ

ロ
ナ
の
働
き
方
の
見
直
し
・
改
善

実
現
に
繋
が
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
。
交
渉
の
中
で
は
、
保
存
休

暇
使
途
に
つ
い
て
の
事
由
を
不

妊
治
療
な
ど
に
も
拡
大
し
て
は

ど
う
か
と
い
っ
た
点
や
、
今
後
の

人
口
減
少
社
会
を
踏
ま
え
定
年

延
長
や
シ
ニ
ア
世
代
の
活
用
と

い
っ
た
将
来
に
わ
た
る
問
題
な

ど
も
提
案
し
、
「
会
社
と
共
に
」

考
え
る
交
渉
と
な
っ
た
。
最
近
の

安
全
問
題
に
つ
い
て
経
営
協
議

会
を
開
催
し
問
題
を
共
有
し
た

い
と
進
言
し
、
会
社
か
ら
協
約
に

則
り
開
催
し
た
い
と
の
返
答
を

い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
最
後
に
、

コ
ロ
ナ
禍
で
先
行
き
が
見
通
せ

な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
が
、
業

績
が
上
向
き
に
改
善
し
、
経
営
状

況
が
安
定
し
た
際
に
は
、
相
応
の

処
遇
を
求
め
て
参
り
た
い
と
の

考
え
を
改
め
て
述
べ
、
交
渉
は
終

了
し
た
。 

「妥結内容」  
1 令和3年4月1日現在、満55歳未満の社員 
  定期昇給を実施し、その際の昇給係数は2とする。 
2 前項の清算については、令和3年6月25日（金）以降、準備
でき次第とする。 

 
※新たなライフスタイルに対する総合的な処遇改善 
・新しい生活様式応援のため、JRE MALLにおいて社員向け割
引商品を拡充する。 

・令和4年度に社宅居住期間が15年以上となる社員について期
間制限を1年間延長する。 

基本理念 
1．社員で考え、社員のための労働
運動を目指す 企業内労働組合 

2．心とこころをつなぐ相互扶助活
動と、次代につなぐ社会正義の
実現を目指す 
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  「ＪＲＥユニオン」 



ＪＲ連合 ジェイアール・イーストユニオン「ジャスティス」  ２０２１（令和３）年 ４月 ５日 第８０号（２） 

 
Ｊ
Ｒ
連
合
お
よ
び
Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユ

ニ
オ
ン
は
３
月
11
日
、「
私
た
ち

は
大
震
災
を
決
し
て
忘
れ
ず
、
持

続
的
、
自
立
的
な
復
興
を
支
え
続

け
ま
す-

東
日
本
大
震
災
か
ら

10
年
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
の

声
明-

」
を
発
出
し
た
。
声
明
で

は
冒
頭
、
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た

方
々
の
御
霊
に
あ
ら
た
め
て
哀

悼
の
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
被

災
さ
れ
た
す
べ
て
の
方
々
に
対

し
て
、
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し

上
げ
た
。
ま
た
、
震
災
発
生
後
、

救
援
物
資
の
輸
送
や
緊
急
支
援

カ
ン
パ
、
連
合
被
災
地
救
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
積
極
的
に
参
加
す

る
な
ど
、
全
組
合
員
の
総
力
を
挙

げ
た
被
災
地
の
支
援
に
取
り
組

ん
で
き
た
こ
と
、
Ｂ
Ｒ
Ｔ
化
さ
れ

た
区
間
を
除
き
最
後
ま
で
不
通

と
な
っ
て
い
た
常
磐
線
（
富
岡
～

浪
江
間
）
が
昨
年
３
月
に
再
開
す

る
な
ど
、
被
災
し
た
Ｊ
Ｒ
の
路
線

の
復
旧
も
進
ん
だ
こ
と
、
公
益
財

団
法
人
オ
イ
ス
カ
が
主
催
す
る

「
海
岸
林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
も
積
極
的
に
参
加
し
、
現
在
も

組
合
員
と
家
族
に
よ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
展
開
し
て
い
る

こ
と
な
ど
を
紹
介
し
て
い
る
。 

10
年
の
間
に
復
興
は
確
実

に
前
進
し
て
い
る
も
の
の
、
未
曽

有
の
災
禍
に
よ
る
傷
跡
は
き
わ

め
て
深
く
、
ソ
フ
ト
面
、
ハ
ー
ド

面
と
も
に
課
題
が
多
く
残
っ
て

い
る
。
私
た
ち
は
東
日
本
大
震
災

を
決
し
て
忘
れ
ず
、
風
化
さ
せ
る

こ
と
な
く
、
今
後
も
被
災
者
、
被

災
地
に
寄
り
添
っ
た
助
け
合
い
、

支
え
合
い
の
活
動
を
継
続
し
て

い
く
と
と
も
に
、
大
震
災
で
得
ら

れ
た
教
訓
を
生
か
し
、
わ
が
国
の

社
会
、
生
活
を
支
え
る
安
全
な
鉄

道
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
持
続
的
、 

自
立
的
な
復
興
を
支
え
続
け
る

決
意
で
あ
る
。 

 

 

全
国
交
運
共
済
の
新
規
加
入
・

増
口
の
取
り
組
み
を
強
化
し

ま
す
。 

交
運
共
済
は
、
Ｊ
Ｒ
及
び
関
連

会
社
に
働
く
仲
間
の
福
祉
の
向

上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

組
合
員
と
そ
の
家
族
、
そ
し
て
仲

間
の
た
め
に
助
け
合
う
相
互
扶

助
を
理
念
と
し
、
安
心
と
生
活
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。 

 

私たちは大震災を決して忘れず、持続的、自立的な復興を支え続けます  

―東日本大震災から 10年を迎えるにあたっての声明－  

 

一瞬にして２万人近い人命を奪った東日本大震災から 10年の歳月が経過しまし

た。あらためてお亡くなりになった方々の御霊に哀悼の意を表するとともに、被災

されたすべての方々に対して、心よりお見舞い申し上げます。  

月日が経っても、大切な人を失い、生活基盤を破壊された方々の悲しみが癒える

ことはありません。私たちは、被災された方々に寄り添い、思いを馳せて、できる

限りの助け合い、支え合いの活動を進めてきました。  

私たちは大震災の発生後、救援物資の輸送や緊急支援カンパ、連合被災地救援ボ

ランティアに積極的に参加するなど、全組合員の総力を挙げた被災地の支援に取り

組んできました。また、ＢＲＴ化された区間を除き最後まで不通となっていた常磐

線（富岡～浪江間）が昨年３月に再開するなど、被災したＪＲの路線の復旧も進み

ました。このほか、公益財団法人オイスカが主催する宮城県名取市の「海岸林再生

プロジェクト」にも積極的に参加し、現在も組合員と家族によるボランティア活動

を展開しているところです。 

10年の間に復興は確実に前進しているものの、未曽有の災禍による傷跡はきわ

めて深く、ソフト面、ハード面ともに課題が多く残っています。被災者、被災地の

立場から、真の生活再建や地方創生につながる持続的、自立的な復興を実感できる

よう取り組む必要があると考えます。また、各地で毎年のように発生し、今後も想

定される地震や水害など大規模な自然災害に対して、大震災の教訓を徹底して生か

し、危機管理能力を高め、防災、減災の対策を強化することが求められます。さら

に、人類が直面する新型コロナウイルス感染症への対策においても、大震災の教訓

に学び、難局を克服し、次なる危機にも備え、新たな社会づくりにつなげていかな

ければなりません。  

私たちは東日本大震災を決して忘れず、風化させることなく、今後も被災者、被

災地に寄り添った助け合い、支え合いの活動を継続していくとともに、大震災で得

られた教訓を生かし、わが国の社会、生活を支える安全な鉄道サービスを提供し、

持続的、自立的な復興を支え続ける決意を改めて表明いたします。 

 

２０２１年３月１１日 

日本鉄道労働組合連合会（ＪＲ連合） 

ジェイアール・イーストユニオン（ＪＲＥユニオン）  

ＪＲ連合の互助制度。私傷病での欠勤による減
収分をサポートします。２０２１年度（８月）の
新規加入・増口の取り組みを強化しています。
一口４千円(二口まで) 

※詳細は担当まで！ 

歓迎のメッセージを動画で公開中。ぜひご覧ください！ 

「グッド」ボタンとシェアもよろしく！！ 

 

https://youtu.be/VbVIfcCU1SM 


